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ご
み
の
問
題
等
も
あ
る
が
、

観
光
や
産
業
振
興
の
観
点
か
ら
も

課
題
は
認
識
し
て
い
る
。
地
元
の

方
と
協
議
し
一
緒
に
花
を
盛
り
上

げ
て
消
費
も
促
し
て
い
け
る
よ
う

頑
張
り
た
い
。
ま
た
、
観
光
協
会
、

商
工
会
議
所
と
い
っ
た
関
係
団
体

と
も
引
き
続
き
意
見
交
換
し
、
地

元
活
性
、
観
光
産
業
の
振
興
が
図

れ
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

一般質問

竹
森　
　

衛

竹
森　
　

衛

（
日
本
共
産
党
）

公

文

書

管

理

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る

法
律
が
平
成
22
年
に
公
布
さ
れ
、

そ
の
中
に
国
民
共
有
の
知
的
資
源

と
し
て
主
権
者
で
あ
る
国
民
が
主

体
的
に
利
用
し
得
る
も
の
と
あ
る

が
、
公
文
書
管
理
の
意
義
を
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
。

本
市
は
橿
原
市
文
書
取
扱
規

程
で
行
政
が
所
有
す
る
文
書
、
公

文
書
を
規
定
し
、
公
文
書
は
市
民

の
共
有
財
産
で
あ
る
と
い
う
認
識

の
も
と
、
適
切
に
管
理
し
て
い
る
。

歴
史
的
な
公
文
書
な
ど
の
保

存
・
廃
棄
は
行
政
の
効
率
化
も
含

め
て
ど
う
進
め
る
の
か
。
公
文
書

等
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
は
。

特
に
重
要
な
公
文
書
等
は
永

年
保
存
だ
が
、
市
政
発
足
当
時
の

文
書
な
ど
は
傷
み
が
ひ
ど
く
、
後

世
に
残
す
に
は
適
切
な
管
理
が
必

要
と
な
る
。
対
応
策
と
し
て
電
子

化
を
来
年
度
か
ら
検
討
し
て
い
る
。

公
文
書
管
理
条
例
は
法
の
定
め
る

と
こ
ろ
の
努
力
義
務
で
あ
り
、
全

国
的
に
少
な
く
、
県
内
で
適
用
し

て
い
る
市
は
な
い
の
で
、
条
例
制

定
は
考
え
て
い
な
い
。

条
例
は
周
辺
市
町
村
が
制
定

し
た
ら
制
定
し
よ
う
と
の
考
え
か
。

条
例
化
そ
の
も
の
が
目
的
で

は
な
い
。
現
行
規
定
の
運
用
で
適

切
な
文
書
管
理
の
任
務
は
十
分
果

た
せ
る
と
考
え
て
い
る
。
条
例
化

は
電
子
化
の
後
の
検
討
課
題
の
１

つ
と
捉
え
て
い
る
。

平
成
26
、
27
年
度
の
施
政
方

針
に
「
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ

る
信
頼
さ
れ
る
、
ま
ち
づ
く
り
」

と
あ
る
が
、
市
長
は
市
民
の
行
政

参
加
、
行
政
の
効
率
化
を
含
め
て

公
文
書
の
管
理
制
度
と
活
用
を
ど

う
推
進
す
る
の
か
。

文
書
管
理
に
お
け
る
行
動
規

範
を
含
む
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が

求
め
ら
れ
る
。
市
民
の
共
有
財
産

で
あ
る
公
文
書
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
に
適
正
な
管
理
・
保
存
を
進

め
、
電
子
化
と
並
行
し
て
職
員
一

人
一
人
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

高
め
て
い
き
た
い
。

市
公
共
交
通
計
画

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
、
乗
合
タ
ク
シ
ー

な
ど
輸
送
形
態
は
多
様
化
し
て
い

る
が
、
生
活
支
援
、
買
い
物
・
移

動
困
難
者
へ
の
対
応
な
ど
、
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
整
備
を

具
体
的
に
ど
う
進
め
る
の
か
。

平
成
24
年
に
橿
原
市
生
活
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
で
、
誰
も

が
安
全
で
快
適
に
移
動
で
き
る
交

通
環
境
の
整
備
を
図
る
目
的
や
方

針
を
示
し
、
25
年
度
か
ら
橿
原
市

地
域
公
共
交
通
会
議
で
協
議
を
し

て
い
る
。
本
市
は
13
駅
、
14
の
路

線
バ
ス
の
交
通
網
が
あ
る
が
、
人

口
減
少
に
よ
り
今
後
路
線
バ
ス
の

減
便
・
廃
止
の
可
能
性
が
あ
る
。

路
線
バ
ス
を
代
替
し
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
新
た
な
輸
送
形
態
を

検
討
し
た
い
。
バ
ス
路
線
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
再
編
と
し
て
、
橿
原

神
宮
前
駅
か
ら
香
久
山
周
辺
の
墓

園
な
ど
の
公
共
施
設
へ
の
ア
ク
セ

ス
は
、
県
道
橿
原
神
宮
東
口
停
車

場
飛
鳥
線
を
通
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
ル
ー
ト
を
土
日
限
定
で
検

討
し
て
い
る
。

平
成
25
年
12
月
施
行
の
交
通

政
策
基
本
法
に
地
方
公
共
団
体
の

責
務
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
停
の
復

活
な
ど
、
買
い
物
施
設
や
病
院
、

最
寄
り
駅
に
安
心
し
て
行
け
る
措

置
を
具
体
的
に
考
え
て
い
る
の
か
。

路
線
バ
ス
を
補
完
し
、
よ
り

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、
地
域
に
密
着

し
た
交
通
網
を
交
通
会
議
で
検
討

し
た
い
。
交
通
政
策
基
本
法
を
受

け
て
、
交
通
弱
者
対
策
の
視
点
も

あ
わ
せ
持
ち
、
交
通
政
策
の
総
合

的
・
計
画
的
な
推
進
に
努
め
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
交
通
弱

者
対
策
を
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

市
長
が
考
え
る
今
後
の
こ
の
ま
ち

の
あ
り
方
は
。

交
通
政
策
基
本
法
が
変
わ
り
、

必
要
な
路
線
は
地
域
が
協
力
す
れ

ば
残
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
和

幹
線
に
公
共
交
通
は
つ
な
が
っ
て

い
な
い
の
で
、
県
の
総
合
庁
舎
の

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
連
結
す
る
よ

う
に
自
治
体
が
協
力
し
な
い
と
い

け
な
い
。
公
共
交
通
は
市
民
の
足

だ
け
で
な
く
、
他
地
域
と
交
流
す

る
た
め
に
も
大
事
で
あ
り
、
近
隣

市
町
村
と
一
緒
に
取
り
組
み
た
い
。

本
市
は
、
移
動
等
円
滑
化
基

本
構
想
を
平
成
22
年
３
月
に
策
定
、

障
が
い
者
福
祉
基
本
計
画
を
29
年

３
月
に
策
定
し
た
が
、
道
路
空
間

整
備
を
す
る
上
で
、
車
道
、
自
転

車
道
、
歩
道
の
一
体
化
整
備
を
推

進
し
、
安
全
確
保
を
図
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
整
備
困
難
な
狭
い
道

路
等
の
対
策
は
。

歩
道
の
整
備
状
況
は
全
国
14
．

５
％
、
奈
良
県
10
．
５
％
、
本
市

12
．
４
％
で
あ
る
。
本
市
は
今
井

五
井
線
、
雲
梯
町
・
古
川
町
線
、

慈
明
寺
町
・
四
条
町
線
、
小
槻
町
・

十
市
町
線
で
歩
車
分
離
を
基
本
と

し
た
歩
道
整
備
を
進
め
て
い
る
。

既
存
道
路
の
歩
行
者
の
安
全
性
向

上
は
、
路
側
の
拡
幅
や
路
肩
の
カ

ラ
ー
明
示
、
安
全
柵
の
設
置
、
交

差
点
の
マ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る
自
動

車
の
速
度
抑
制
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

中
和
幹
線
の
抜
け
道
に
な
っ

て
い
る
八
木
中
学
校
北
側
市
道
路
、
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